
用紙吸入位置の微調整
用紙を吸入したとき、吸入位置を微調整することができます。吸入位置はカット紙、連続紙、はがきのそれぞれに設定で
きます。たとえばカット紙吸入時に吸入位置を微調整した場合、その設定は次からのカット紙の吸入位置になりますが、
連続紙やはがきの吸入位置には影響しません。また、そのカット紙の設定はシートガイドでもシートフィーダでも共通で
す。シートフィーダでの用紙吸入位置の微調整については、「シートフィーダでの用紙吸入位置の微調整」
をご覧ください。次の方法で微調整を行ってください。

1 用紙をセット・吸入する。
カット紙はシートガイドから自動的に吸入されます。連続紙
の場合は用紙のセット後、［吸入/退避］スイッチを押して用
紙を吸入します。

2 ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト状態（印
刷不可能な状態）にする。
印刷可ランプが消灯します。

3 ［微調モード］スイッチを押しながら［▲］スイッチ
と［▼］スイッチを使って用紙吸入位置を微調整する。
［▼］スイッチで用紙を多めに戻してから、［▲］スイッチで
微調整するようにしてください。

カードホルダの左右にある上下2本の凸状の線の間に第1印
刷行がくるので、用紙吸入位置を調整するときの目安にして
ください。

［▲］スイッチと［▼］スイッチの機能は次の表のとおりです。

4 微調整が終了したら［微調モード］スイッチから手を
放す。
新規に設定した吸入位置がプリンタに記憶されます。

5 ［印刷可］スイッチを押す。
印刷可ランプが点灯します。

凸状の線 カードホルダ

スイッチ 1回押す 1秒以上押す

［▲］
スイッチ

約0.4mm（2/120インチ）
順方向に用紙を送る 連続して送る

［▼］
スイッチ

約4.2mm（20/120イン
チ）逆方向に用紙を送る （連続動作なし）

① 多めに戻す

② 少しずつ送る



補足説明

･ ［▲］スイッチを押し続けると約0.4mm（2/120インチ）単位で連続して用紙送りできますが、［▼］スイッチで用紙
を戻してから［▲］スイッチを押し続けた場合などは、微調整モード起動時の位置になると用紙はその位置でいった
ん停止します。さらに用紙を送りたいときは、一度手を放してから改めて［▲］スイッチを押してください。
用紙吸入の工場設定値は次のとおりです。

･ 用紙吸入位置の微調整可能範囲は、用紙上端から第1印刷行（文字下端）までの距離が0～27.5mmになる範囲です。

･ 微調整後の用紙吸入位置を記憶するかしないかは、メモリスイッチ 3-3（MSW3-3）で切り替えることができます。
「記憶しない」設定の場合、次の用紙吸入時は前の微調位置に戻ります。

･ シートガイドで設定した微調整量はシートフィーダでも有効になります。

･ 用紙吸入位置はメニューモード、あるいは添付のリモートパネルからも調整できます。

用紙の種類 用紙上端から第1印刷行までの距離

カット紙・封筒（シートガイド使用時）
9.73mm（文字下端まで）

カット紙・封筒（シートフィーダ使用時）

連続紙 25.4mm（文字下端まで）

はがき 11.5mm（文字中央まで）

吸入直後に印刷が可能となる位置は、用紙上端から文字下端までの距
離が3.8mm以上となります。
印刷ヘッド空打ち防止の為、3.8mm（文字下端まで）未満の位置で
は印刷できません。
吸入直後の用紙上端に印刷する場合は、吸入位置を3.8mmに設定し
てください。



シートフィーダ使用時の用紙吸入位置の微調整は以下の手順で行います。なお、シートガイドで設定した用紙吸入位置微
調量は、変更しない限りシートフィーダでも有効です。

1 ［吸入/退避］スイッチを押す。
カット紙を吸入します。

2 ［印刷可］スイッチを押す。
印刷可ランプが消灯し、ディセレクト状態（印刷不可能な状
態）になります。

3 ［微調モード］スイッチを押しながら［▲］スイッチ
を押して、用紙吸入位置を微調整する。
［▲］スイッチを一回押すごとに約0.42mm（2/120インチ）
順方向に送ります。

4 微調整が終了したら［微調モード］スイッチから手を
離す。
新しい吸入位置がプリンタに記憶されます。

5 ［印刷可］スイッチを押す。
印刷可ランプが点灯します。

シートフィーダでの用紙吸入位置の微調整

･ 用紙吸入位置の微調整可能範囲は、用紙上端から第1印刷行（文字下端）までの距離が0～27.5mmになる範囲です。

･ 吸入中の用紙があるときに［微調モード］スイッチを押しながら［▼］スイッチを押した場合、吸入中の用紙は排出さ
れます。その後新しい用紙が吸入位置0.0mmで吸入されるので、［微調モード］スイッチを押しながら［▲］スイッチ
を押して微調整を行ってください。




